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マレーシアにおけるパーム油生産は、世界全体の３０％であり、その生産は世界的に増加傾向となっ
ている。その中でも、パーム原油１トンから排出される約３トンの廃水には複雑な有機物が含まれてお
り、適切な処理を行わずに排出すると、環境問題が発生する可能性があるため、マレーシアの環境省に
よって設定された基準値となるように排水処理が行われ、環境中に放水されている。具体的には、最終
処理水は通常、生物学的酸素要求量（BOD）や化学的酸素要求量（COD）などの従来の化学的検出に基
づいて検査されている。本論文では、パーム油工場廃液の最終処理水は COD/BOD の比が高い、難分解
性物質を含有した排液であること、従来の化学分析では最終処理水に含まれる有毒化学物質の検出は制
限される可能性があるという問題提起のもと、規制値を下回る排水が水生生物に対して安全かどうか、
その影響を調査する研究に取り組んだ。すなわち、本博士論文では、処理工程が異なるパーム油工場廃
液の最終処理水を実験材料として用いて、２つの異なる水生生物に対する毒性効果を評価する取り組
み、特定の処理前後における排水サンプルの毒性比較と化学分析から排水サンプルに含まれる主な毒物
を特定する取り組み、実際に特定された毒物が有害性を持つかどうかを明らかにする取り組みを行い、
従来のパーム油工場廃液の処理における最終処理水が水生生物にもたらす影響を示す有用なデータ、高
い毒性を持つ有害物質を効果的に除去するための新しいパーム油排水処理技術開発に繋がる有用な基
礎的成果を得ることができた。 
 第一章では、パーム油工場廃液の発生・排水処理プロセス、産業廃水を対象とした毒性試験に関する
概論的かつ基本的な知見に基づいた研究背景と研究方針・計画について論述し、本研究の目的について
述べている。 
 第二章では、パーム油産業、パーム油工場排液、パーム油排液処理、工場廃液の毒性評価試験法とそ
れに使用される生物、毒性同定評価法などについて詳細に文献レビューを行い、研究目的に関する基礎
的な知識や先行研究についてまとめている。 
 第三章では、処理方式が異なる３カ所のパーム油工場から排出される最終処理水を対象として、オオ
ミジンコを用いた毒性評価と有害物質の同定を行い、全ての最終処理水サンプルで高い毒性があること
を見出している。さらに、pH 感受性物質、揮発性物質、被酸化性物質、非極性有機物質、銅や亜鉛等の
重金属が、最終処理水に含まれる主要な毒性物質であることを明らかにしている。 
 第四章では、第三章と同じく処理方式が異なる３ヶ所のパーム油工場の最終処理水を試験対象とし
て、ゼブラフィッシュ胚に対する毒性影響と重金属の毒性影響を詳細に調査している。結果として、最
終処理水に含まれる高濃度の有機物、銅、亜鉛と鉄が、主な毒性物質であることを明らかにしている。 
 第五章では、第三章から第四章までの研究成果を簡潔に纏め、研究の総括と共に、本研究の全体計画
に対する今後の研究課題の提案と改善策についても触れ、今後の展望を述べている。 
 
 
